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保育所、認定こども園等における RSウイルス感染症等への対応について 

 

 

RSウイルス感染症については、感染症法に基づく小児科定点医療機関からの患者報告

数の増加が見られていたところです。一般的に、RSウイルス感染症は、何度も感染と発

病を繰り返しますが、生後 1歳までに半数以上が、2歳までにほぼ 100%の児が少なくと

も 1度は感染するとされています。症状としては、軽い風邪様の症状から重い肺炎まで

様々ですが、初めて感染発症した場合は重くなりやすいといわれており、生後６ヶ月未

満で初感染した場合は、細気管支炎、肺炎といった重篤な症状を引き起こすことがあり

ます。そのため、特に生後６ヶ月未満の乳児について、感染を避けるための注意が必要

です。 

RSウイルスは接触感染、飛沫感染で感染が広がることから、感染防止対策として、石

鹸を用いた流水による手洗いや手指消毒用アルコールによる消毒の実施、手が触れる机

やドアノブなど物の表面のアルコールや塩素系の消毒剤等による消毒、発達に応じて咳

エチケットを実施することが有効です。 

また、「保育所における感染症対策ガイドライン」にも記載されているとおり、RS ウ

イルス感染症を含めて、一般的な感染症対策として、それぞれの感染症の特性を考慮し

た上で、症状が回復して感染力が大幅に減少するまでの間、罹患児の登園を避けること

を保護者に依頼する等の対応を行うことが重要です。なお、検査の実施の必要性の有無

は医師が判断するものであり、保育所や認定こども園等は、一律に保護者及び医療機関

に対し検査の実施を求めないようにしてください。 

 本件については、管内市区町村並びに各保育所、認定こども園等に対しても周知いた

だくようお願いします。 

 

（参考）保育所における感染症対策ガイドライン 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/e4b

817c9-5282-4ccc-b0d5-ce15d7b5018c/c60bb9fc/20230720_policies_hoiku_25.pdf 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/e4b817c9-5282-4ccc-b0d5-ce15d7b5018c/c60bb9fc/20230720_policies_hoiku_25.pdf
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/e4b817c9-5282-4ccc-b0d5-ce15d7b5018c/c60bb9fc/20230720_policies_hoiku_25.pdf

